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ヘッドライン　生命に挑む化学
　高校では化学と生物は別々の科目として学び，化学ではタンパク質や核酸，ATPなどの
生体関連分子に触れる程度である。しかしながら，古くからある生化学に始まり，近年では
ケミカルバイオロジー分野の発展，ノーベル化学賞においてもバイオ関連の受賞が増えるな
ど，化学と生命のかかわりは非常に深い。また，人工細胞，人工酵素，ゲノム編集やバイオ
医薬品など，人工的に生体内組織を構築したり，その機能を模倣あるいは制御したりする研
究も盛んに行われている。そこで本ヘッドラインでは，化学的なアプローチで生命分子シス
テムの構築や生命現象に挑む研究例について解説する。
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次号ヘッドライン 核酸の化学

　京都府立桃山高等学校は京都市伏見区のみどり豊かな桃山丘陵に位置する創立
100 余年の高校です。写真は中庭から見える理科棟です。屋上には自動追尾 40 cm
カセグレン式反射望遠鏡があります。
　1年では学校設定科目「GS自然科学」として地学を全員が学び，2年では理系が
6クラス程度となる理科好きの集まる SSH校です。
　自主自律・文武両道が校是で，勉学に部活に学校行事にのびのびと取り組む生徒
達で賑わっています。

表紙の言葉　京都府立桃山高等学校


